
駒
寄
Ｉ
Ｃ
の
大
型
車
通
行
可

大
型
車
対
応
化
改
修
の
必
要
性

事
業
の
流
れ

　

12
月
17
日
、
駒
寄
Ｉ
Ｃ
周
辺

整
備
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
促

進
対
策
特
別
委
員
会
が
開
か

れ
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型

車
対
応
化
改
修
の
概
要
が
ま
ち

　

大
型
車
対
応
化
改
修
に
よ
り
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
商

工
業
な
ど
産
業
の
活
性
化
、
観

光
の
振
興
、
防
災
や
災
害
時
の

対
応
の
強
化
な
ど
の
効
果
が
得

ら
れ
る
。

か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
小
型

車
限
定
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
１
日
６
千
台
前
後
の
利
用

交
通
量
で
、
全
国
２
位
の
実
績

◎
周
辺
の
大
規
模
小
売
店
舗
・

　

自
動
車
関
連
店
舗
数

　

社
会
実
験
前
７
店

　
　
　
　

→

　

社
会
実
験
後
20
店

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
概
算
事
業

費
は
12
億
円
で
、
29
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
型
車
対
応
化
改
修
に

よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

◎
周
辺
の
主
要
観
光
地
（
年
間

観
光
客
数
）

　

榛
名
山
（
約
１
０
０
万
人
）

　

伊
香
保
温
泉（
約
２
０
０
万
人
）

　

赤
城
山
（
約
１
７
０
万
人
）

　

敷
島
公
園（
約
１
４
０
万
人
）

上
、
産
業
の
活
性
化
、
観
光
の

振
興
、
防
災
や
災
害
時
の
対
応

の
強
化
な
ど
の
効
果
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

◎
周
辺
の
防
災
・
災
害
時
拠
点

施
設

　

陸
上
自
衛
隊
第
12
旅
団

相
馬
原
駐
屯
地
（
距
離
約
４

㌔
㍍
）、
道
の
駅
（
よ
し
お

か
温
泉
（
距
離
約
３
㌔
㍍
）

ほ
か
３
箇
所
）
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榛東村道路線の
認定承諾について

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
行

い
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
議
案
８
件
、
発
委
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第４回
定例会

　

ま
ち
は
、
榛
東
村
か

ら
町
内
の
一
部
路
線
を

榛
東
村
路
線
と
し
て
認

定
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
、
議
会
は
承
諾
し
ま

し
た
。

（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
）

＝
全
会
一
致
で
可
決
＝

平成25年度各会計別補正予算の状況

（万円未満は四捨五入）

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 ２，６９２万円 ６７億１，００２万円

公共下水道事業 １，２６０万円 ３億９，５３６万円

農業集落排水事業 ▲２８３万円 １億４，５９７万円

介護保険事業 ▲２，２４２万円 １１億６，７０２万円

水道事業会計
収益的収入 ２０万円 ３億９，７５８万円

収益的支出 ８１万円 ３億９，０９８万円

１２月１２月

実施計画書の国の同意

用地買収

工事

地区協議会の開催

測量・詳細設計

文化財調査

完成

駒寄スマ

↑
〈
事
業
主
体
は
前
橋
市
と
吉
岡
町
〉
↓
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